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企業の社会的責任遂行論［仮］
社会的課題マネジメントの理論と実証
吉田哲朗（富士大学教授） 著

近年、各社それぞれに「SDGｓ」達成に貢献する取り組みが進められている。「CSR」「コンプライア

ンス」という言葉は既にビジネスの基本用語となり、企業として取り組んで当たり前とすらいえる。

このように社会的課題への取組みが企業において様々に進んでいることについては、論を俟たないで

あろう。

　一方で、その理論に目を向けると、2010年代以降、発展は芳しくない。それは「社会的課題の解決

を企業にすべて平等に求める」とする現行の企業と社会論の立場と「企業は利益の出る範疇で社会的課

題に取り組むべき」とする経営戦略論の立場が対立して拮抗しているからである、と筆者は言う。

　そもそも、「SDGs」「サステナビリティ」「CSR」「コンプライアンス」など、それぞれ類似の概念なが

ら、時代と共にキーワードが移り変わり、その定義等も示されるものの、その具体的な取り組み方は

企業や組織に一任されている。すなわち企業は自らマネジメント方針を策定し遂行しなければならな

い。一方でCSR活動は本来「直接的な利益を目的にしないが企業の存続に貢献する」活動なので、例

えば同じ植林活動でも損害保険業と製紙業では意味合いが異なるように、業種や企業によって位置づ

けが異なり、一般化しがたく、実現が難しい。

　本書は、CSRの理論的問題点をクリアにしたのち、CSR活動やCSV等の活動の定義と効果を検討

した上でマネジメントモデルを提示すると同時に、ベストプラクティス企業を対象に効果についての

実証分析を行う。

　「流行りに流されないわが社の
0 0 0 0

社会的責任遂行」を考えるための必読の書といえよう。
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2023年上期注目書籍
　2023年上期は➀『リサーチ・クエスチョンの作り方と育て方』
が、６月の刊行以降、毎月重版がかかり最も動いたアイテム

となりました。単に研究の仕方・論文の書き方を指南するだ

けでなく、社会科学研究のあり方を深く問い直す本で、院生

の方だけでなく、研究者の方にも大変関心のあるテーマです。

訳者の佐藤郁哉氏（同志社大学教授）の解説抄録や、神戸大学大

学院教授の鈴木竜太氏に寄稿をお願いした書評はネットで大

変な評判となりました。

➁『因果過程追跡の基礎』も、研究方法論の本で、大変好調

な売れ行きとなっています。事例の数が少なく統計的な方法

で因果推論を行うことができない段階で、より広い適用可能

性を持つ理論の確立を目指すものです。著者の田村正紀氏（神

戸大学名誉教授）は、弊社から『リサーチ・デザイン』（978-4-

561-26457-6）などを刊行しており、ロングセラーとなってい

ます。

➂『ジョブ・クラフティング』は、従業員自身による自発的

な仕事のリデザインを指す概念を書名としています。従業員

のウェルビーイングを高める効果も確認されていることから、

メンタルヘルスを良好に保ったり、モチベーションを高める

ための活用も検討されつつあります。実務者たちから注目が

集まっていることもあり、欧米のみならず日本でも、この数年、

急速に研究が発展しました。本書は、最先端の理論と実践に

おける課題とその解決の方向性を議論しています。

➃『デジタルマーケティング大全』は、現時点で最適なデジ

タルマーケティングの体系、フレームワークを提示していま

す。加えてデジタルマーケティングを進める上で欠くことの

できない、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

についても、理論的基礎からケーススタディまでを丁寧に解

説します。具体的な事例を多数掲載しつつ、ビジネスの進め

方について、分かりやすくヒントを提示、加えて、最新のデ

ジタルビジネスやデジタル技術について、表面的な流行にと

らわれることなく、その本質を語っています。

➄『チャイナ・エコノミー第２版』は、新たに中国という国

についての性質をまとめた概説を収録し、さらに、第１版刊

行後に激化した米中対立をめぐる基本的な構造を、広く、米

国自身の問題にも触れながら公平な視点から議論しています。

中国経済については、工業やインフラ、金融、また消費者や

環境問題、格差などさまざまな側面からデータを的確に評価

しつつ小気味よくロジカルに記述した、中国のファクトフル

ネスと言える本です。

ロングセラーの深層
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旧版・新版在庫ご確認ください！ 新版は３枚目の一覧注文表でご注文を！
財務管理の基礎知識

第３版
978-4-561-35215-0　2100 円＋税

第４版（本年６月刊）
978-4-561-35231-0　2364 円＋税

現代流通事典
第２版
978-4-561-65176-5　3000 円＋税

第３版（本年３月刊）
978-4-561-65243-4　3091 円＋税

ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール   11/15時点 ※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題

配本済み
** 非営利組織会計の基礎知識
978-4-561-35232-7　2727 円＋税

* 人と組織がいきる倫理マネジメント（旧題：企業倫理と
従業員）
978-4-561-26784-3　2727 円＋税

現実世界と対話する経済学
978-4-561-96142-0　5636 円＋税

次号以降の配本・刊行
暗黙の知財同盟〔１月中旬〕
978-4-561-26785-0　3000 円＋税

ビジネス・データサイエンス入門〔１月中旬〕
978-4-561-24788-3　3364 円＋税

フランス会計の歴史と制度〔12 月下旬→２月上旬〕
978-4-561-36233-3　3636 円＋税

* は「平積み推奨」、** は「特に平積み推奨」

現象学/哲学	 1月中旬配本予定 初ご案内

現象学ことはじめ【新装改訂版】
日常に目覚めること
山口一郎（東洋大学名誉教授）著

　山口一郎氏は現象学の泰斗で、世界的経営学者の野中郁次郎氏（一橋大学名誉教授）との共著『直観の

経営』（KADOKAWA刊）がベストセラーとなった。また弊社からは露木恵美子氏（中央大学大学院教授）

との共著で『職場の現象学』（978-4-561-21739-8）、及び『共に働くことの意味を問い直す』（978-4-561-

21767-1）を刊行しており、そのどちらもロングセラーとなっている。

　本書は現象学の入門書で、弊社刊の上記２冊の元となった現象学をより深く理解できる。

　そもそも現象学は、私たちの日常生活を改めて問い直す哲学で、「自らのすべての心の働きのありの

ままに（中略）はっきりとその働き方を知り尽くす」ことを目指している。

　本書は、日常生活で起こる「ことがら」から出発するということから「ことはじめ」と副題がつけられ、

日常語を使ってわかりやすく議論が進められている。

　現象学による考え方や生き方を身に着け、日々新たな日常を明晰に自覚するための書。
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人と組織がいきる倫理マネジメント
978-4-561-26784-3　定価（2727 円＋税）

理論とケースで学ぶ企業倫理入門
978-4-561-25749-3　定価（2727 円＋税）

本質を考え行動する科学技術者倫理
978-4-561-25699-1　定価（1800 円＋税）

パブリシティ
会計・監査ジャーナル 11 月号

フォレンジック会計
978-4-561-34229-8　3364 円＋税

証券アナリストジャーナル 11 月号
フォレンジック会計
978-4-561-34229-8　3364 円＋税
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